
12月15日(日)にマガンとコクガンを観察する体験講座が開催されました。早朝の伊豆沼でマガンの飛び立
ちを観察する体験と南三陸町の志津川湾でコクガンを観察する体験ができる講座です。
今年度は、コロナウイルスの影響も減少したことから募集定員を20名から30名に増やして開催しており、

関東方面からの参加者も増え、好評を頂いています。
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新春のお慶びを申し上げます。
本年も（公財）宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団を
よろしくお願いいたします。

 伊豆沼・内沼自然体験講座開催

謹賀新年

ヨシの刈取り作業中

早朝のマガンの飛立ち観察 地元の食材を使った朝食
コクガンの観察

刈り取り後

 豊田合成東日本(株)による環境保全活動

最後は全員で記念撮影

豊田合成東日本(株)によるCSR活動が12月1日に行われました。
今回の活動では、カキツバタ池の造成とヨシ刈りが行われました。
今回造成されたカキツバタ池は、伊豆沼に自生するカキツバタを増
やし、来園者に親しんで頂くことを目的としています。また、ヨシ
原は、放置されるとヨシの品質が低下し、生き物の住みづらい環境
となってしまうため、刈り取りなどの定期的な管理を必要とします。

当日は天候
にも恵まれ、作業は順調に進行しました。作業を行っ
て頂いた皆様には、今後もカキツバタやヨシ原を見
守って頂ければ幸いです。

観察湿地の造成作業中



北東部の香取市周辺に滞在中です。

伊豆沼財団やドルイドテクノロジー
社（中国）等によるスワンプロジェク
トが2023年12月に始動し、カメラ付き
GPSロガー（スワンアイズ）を装着し
たハクチョウを追跡（X: #SwanEyes）
しています。ここでは、その中から一
枚を取り上げて解説します。
写真は2024年12月20日9時に茨城県

北浦のねぐらから採食地に向かって飛
行中のコハクチョウ・トワ（310Y）か
らの画像です。翼はトワ自身の右翼で、
下に見える川は常陸利根川です。トワ
は繁殖地から日本に戻ってきた後、山
形、福島、群馬と移動し、現在千葉県

以下から位置情報、ハク
チョウ目線の画像が見ら
れます。
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指定管理者 (公財)宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団
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当センター1階ホールにて「第30回伊豆沼・内沼絵画展」が開催され

ています。絵画展には、伊豆沼・内沼の美しさが巧みに表現された作

品26点が出展されていますので、どうぞご来館ください。

 「第30回伊豆沼・内沼絵画展」を開催しています

伊豆沼でのバス駆除活動の成果は、高校生

物の教科書に掲載されています。今回は、仙

台三高の依頼で、教科書内容を写真や詳細

データとともに講義しました。講義後、生徒

たちはデータの生態的意義についてグループ

討論を行い、駆除活動に参加したいとの声や

多くの質問が寄せられました。先生は生徒が

論考しやすい講義を工夫されていて、この授

業を受けた生徒の将来が楽しみです。伊豆沼

での活動が役立ったことを嬉しく思いました。

「第18回 伊豆沼・内沼研究集会」開催の御案内

【期間】令和6年12月17日（火）～令和7年1月17日（土）
午前9時～午後4時30分（最終日は12時00分まで）

【会場】宮城県伊豆沼・内沼サンクチュアリセンター1階ホール

伊豆沼・内沼研究集会を下記の日程で開催します。ガンカモ類の飛来地として知られる伊豆沼・内沼は、

地域住民、行政、研究者などが一体となり、環境保全や環境教育などの活動が行われています。当集会は、

伊豆沼・内沼で研究活動を行っている方々に、日頃の成果を発表していただく場です。

発表者の皆様には、発表当日会場にお越し頂き、研究発表や質疑応答にご対応頂きます。発表者以外の皆

様は、会場までおいで頂くか、オンラインによって発表の視聴、質疑応答にご参加頂きます。詳細は、当財

団のホームページ(http://izunuma.org/5_3.html)をご覧下さい。

左の絵は、渡辺綾夫さん（栗原市若柳）の作品「この先遊歩道」です。

 高校生向けのオンライン講義をしました

スワンプロジェクトからの一枚

グループ討論する生徒たち
オンラインで全てのグ
ループ討論が共有画面に

１ 日 時 令和7年2月1日（土）14時00分～17時00分

２ 場 所 宮城県伊豆沼・内沼サンクチュアリセンター研修室

３ 発表様式 ミニ学会形式で発表12分，質疑応答3分，10題程度を予定

４ 申込み期限 令和7年1月17日（金）

５ 要旨・発表スライド〆切り 令和7年1月24日（金）

https://intelin
kgo.com/swaneye
s/jp/

発表の様子


	スライド 1
	スライド 2

